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安
倍
首
相
は
大
義
の
な
い
衆
議
院
解

散
・
総
選
挙
を
表
明
し
た
。
消
費
税
率

10
％
引
き
上
げ
時
期
を
先
送
り
す
る
こ

と
を
表
明
し
、
国
民
に
信
を
問
う
構
え

だ
。
選
挙
で
勝
っ
て
自
ら
の
政
権
運
営

に
国
民
の
お
墨
付
け
を
も
ら
う
の
が
狙

い
だ
。
党
利
・
党
略
が
見
え
見
え
だ
。

　

安
倍
政
権
は
２
年
間
「
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
」「
原
発
再
稼
働
」
な
ど
に

反
対
す
る
国
民
の
意
思
を
無
視
し
て
き

た
。
野
党
の
共
倒
れ
を
狙
い
、
自
分
に

不
利
な
要
素
を
な
く
し
、
長
期
政
権
を

狙
う
総
選
挙
だ
。
安
倍
政
権
打
倒
に
む

け
全
力
で
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
！

23日㈰　11.23幌延デー全道集会（幌延町）

25日㈫　第６回執行委員会（札幌市）

28日㈮　2014自治講座（札幌市）

５日㈮　�STOPTHE格差社会！全道キャンペーン

第３弾～「全国統一行動12．５全道総決

起集会」（札幌市）

11月

12月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

勝利の『Ｖ』を書き込む西川まさひとさん

西川まさひとさ　
　んＶ３

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
春
の
統
一
選
も
す
べ

て
の
推
せ
ん
候
補
者
の
必

勝
に
む
け
て
取
り
組
み
を

強
化
し
ま
し
ょ
う
。

《
選
挙
結
果
》

【
西
川
ま
さ
ひ
と
】

７
９
，３
５
５
票
※
当
選

【
東　

国
幹
】

６
５
，９
３
８
票

◆
投
票
率 

50
・
43
％

　

旭
川
市
長
選
は
11
月
９

日
に
投
票
・
開
票
さ
れ
、

西
川
ま
さ
ひ
と
さ
ん
が
７

万
９
３
５
５
票
を
獲
得

し
、
無
所
属
新
人
で
前
道

議
の
東
国
幹
氏
（
自
民
、

新
党
大
地
推
薦
、
公
明
支

持
）
を
１
万
３
４
１
７
票

差
で
破
り
、
見
事
３
選
を

果
た
し
た
。

　

全
道
各
単
組
総
支
部
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り

お知らせ

新年号「おいしいものプレゼント」は10周年！

特別賞品をご用意します！
　2005年からはじまった、新年号恒例企画「おいしい
ものプレゼント」は、来年で10周年を迎えます。この
間、多くの組合員の方々にご協力いただきました。そ

こで、感謝の意を込め来年のプレゼン
トでは、「おいしいものプレゼント10周
年特別賞品」をご用意します。お楽し
みに！
（詳しくは2015年新年号でお知らせします）

統一選の勝利と、道政奪還にむけた方針を確認した＝10月29日、札幌市

会長代行就任のあいさつをする山上委員長

ち
込
ん
で
い
る
。

「
昇
給
号
俸
１
号
俸
抑
制
」

に
関
し
て
は
、「
92
単
組
が
昇

給
抑
制
な
し
で
妥
結
も
し
く

は
提
案
を
受
け
て
い
る
」
と

い
う
状
況
だ
。
ま
た
、「
総
合

的
見
直
し
後
の
現
給
保
障
措

置
」
は
、「
妥
結
単
組
の
多
く

が
国
ど
お
り
の
３
年
間
」
と

な
っ
た
。
一
部
の
単
組
で
は

「
期
間
の
延
長
に
む
け
て
継

続
協
議
」、「
給
与
構
造
改
革

の
現
給
保
障
は
廃
止
と
な
っ

た
が
、
逓
減
し
な
が
ら
３
年

以
上
確
保
す
る
」
と
い
う
成

果
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、「
独
自
削
減
の
廃
止
や

と
「
総
合
的
見
直
し
課
題
」

を
切
り
分
け
て
議
論
が
で
き

な
い
と
い
う
事
情
だ
。

　

総
体
的
に
厳
し
い
状
況
だ

が
、「
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
」
は
、
11
月
18
日

現
在
で
「
21
単
組
が
導
入
妥

結
」
、「
58
単
組
で
賃
金
確
定

期
で
は
提
案
な
し
・
継
続
協

議
」
と
年
内
決
着
を
見
送
っ

て
い
る
。

　

地
公
三
者
も
ね
ば
り
強
い

交
渉
の
結
果
、「
給
与
改
定
実

施
」
を
勝
ち
取
り
、「
総
合
的

見
直
し
は
継
続
協
議
」
に
持

一
時
金
の
役
職
加
算
の
復

活
」
な
ど
交
渉
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

　

現
時
点
（
11
月
18
日
）
で

は
、
ほ
ぼ
半
分
程
度
の
単
組

動
向
だ
が
、
引
き
続
き
、
諸

要
求
実
現
に
む
け
て
交
渉
継

続
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

仮
に
「
総
合
的
見
直
し
」

改
善
で
、
例
年
以
上
に
多
く

の
単
組
が
前
進
回
答
を
引
き

出
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
」
は
、
２
０
１

４
賃
金
確
定
期
に
妥
結
せ
ざ

る
を
得
な
い
単
組
が
多
数
出

て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
「
人

事
院
勧
告
の
内
容
と
い
う
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
で
の
当
局
提
案

も
あ
り
、「
給
与
改
定
課
題
」

　

11
月
中
旬
以
降
、
消
費
増

税
を
め
ぐ
っ
て
、
衆
議
院
の

解
散
が
予
想
さ
れ
る
な
か
で

の
た
た
か
い
と
な
っ
た
。

　

「
２
０
１
４
給
与
改
定
」

は
「
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て

年
内
の
差
額
支
給
」
と
い
う

内
容
で
ほ
ぼ
す
べ
て
の
単
組

が
確
約
を
勝
ち
取
っ
て
い

る
。
特
徴
的
に
は
臨
時
・
非

常
勤
等
職
員
の
賃
金
・
処
遇

　

11
月
21
日
は
「
２
０
１
４
賃
金
確
定
闘
争
お
よ
び
現

業
統
一
闘
争
の
最
大
の
ヤ
マ
場
」に
位
置
づ
け
て
い
る
。

11
月
12
日
に
給
与
法
改
正
関
連
８
法
案
が
参
議
院
で
可

決
成
立
し
た
た
め
、
法
律
の
公
布
日
が
11
月
19
日
と
見

込
ま
れ
る
。
自
治
労
は
「
第
２
次
全
国
統
一
行
動
日
」、

道
本
部
は
「
全
道
統
一
行
動
日
」
と
し
て
、
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善
に
む
け
て
、
す
べ
て
の
単
組
で
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

が
導
入
さ
れ
た
場
合
で
も
、

平
均
２
％
の
引
き
下
げ
を
ど

う
回
復
さ
せ
る
か
が
争
点
と

な
る
。
ラ
ス
指
数
の
現
状
や

国
公
よ
り
遅
れ
て
い
る
昇
格

実
態
な
ど
を
各
単
組
で
分
析

し
て
、
２
０
１
５
当
初
予
算

編
成
期
や
春
闘
期
に
む
け

て
、
新
た
な
要
求
課
題
に
整

理
し
直
し
て
当
局
に
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

し
た
。

　

秋
元
克
広
・
札
幌
市
長
候

補
予
定
者
は
来
賓
と
し
て
出

席
し
、「
上
田
市
政
が
行
っ
て

き
た
、『
働
く
人
、
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
』
の
た
め

頑
張
る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

道
本
部
は
、
山
木
企
画
総

務
部
長
が
、
労
働
者
派
遣
法

反
対
の
取
り
組
み
、
統
一
自

治
体
選
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

　

自
治
労
か
ら
は
、
新
た
に

山
上
委
員
長
が
会
長
代
行
、

斉
藤
信
さ
ん
（
苫
小
牧
市
職

労
）
が
執
行
委
員
に
就
任
。

引
き
続
き
、
事
務
局
長
に
出

村
良
平
さ
ん
（
全
道
庁
労

連
）
、
執
行
委
員
と
し
て
組

織
労
働
局
長
に
永
田
重
人
さ

ん
（
全
道
庁
労
連
）
が
選
任

さ
れ
た
。

ち
の
社
会
的
責
任
が
問
わ
れ

る
２
０
１
５
春
季
生
活
闘
争

に
な
る
」
と
強
調
し
た
。

　

第
３
に
、
第
18
回
統
一
選

の
取
り
組
み
と
政
治
活
動
の

強
化
に
つ
い
て
「
来
春
の
統

一
選
は
道
政
奪
還
に
加
え
、

来
る
国
政
選
挙
に
つ
な
が
る

試
金
石
と
位
置
づ
け
た
た
か

う
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、「
札

幌
市
長
候
補
は
、『
秋
元
克

広
』
前
副
市
長
を
推
せ
ん
し

て
た
た
か
う
。知
事
候
補
は
、

引
き
続
き
候
補
擁
立
に
む
け

て
全
力
を
あ
げ
る
」
と
決
意

を
述
べ
、「
生
活
者
・
働
く
も

工
藤
会
長
は
、
３
つ
の
課
題

に
触
れ
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

第
１
に
、
労
働
者
保
護
ル

ー
ル
改
悪
阻
止
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
「
当
面
す
る
重
要

課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
総

力
を
あ
げ
て
運
動
を
展
開
す

る
」
と
述
べ
た
。

　

連
合
北
海
道
は
10
月
29

日
、
札
幌
市
・
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
で
第
27
回
年
次
大
会

を
開
き
、
向
こ
う
一
年
間
の

方
針
を
確
認
し
た
。

　

第
２
に
、
春
季

生
活
闘
争
に
つ
い

て
「
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
、
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
社
会
の

実
現
に
む
け
て
、

昨
年
以
上
に
私
た

働くものの視点で政治勢力再結集 連合北海道

年次大会

会
長
代
行
に
山
上
委
員
長

地公三者副知事交渉のようす。「大型ハガキ」を副知事に提出した＝11月12日、札幌市・北海道庁

秋元克広・候補予定者

の
の
視
点
に
立
っ

た
政
治
勢
力
の
再

構
築
に
む
け
『
社

会
的
ウ
ネ
リ
』
を

つ
く
る
」
と
強
調

多
く
の
単
組
で「
２
０
１
４
給
与
改
定
年
内
支
給
」

「
総
合
的
見
直
し
」は
継
続
協
議
へ

2014賃金
確定闘争

52
単
組
で
年
内
見
送
り

交
渉
継
続
し
よ
う

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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道
本
部
専
従

と
な
り
、
２
年

７
カ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
こ
の

間
、
衛
医
評
と

社
福
評
を
主
に

担
当
し
、
多
く

の
仲
間
と
交
流

さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
大
き

な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
場
を
か
り
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
労
組
役
員
に
な
り
、

さ
ら
に
強
く
な
っ
た
疑
問
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
平

等
」
の
推
進
は
「
不
公
平
」

の
拡
大
で
は
な
い
か
？
し
か

し
、「
公
平
」
の
推
進
は
「
不

平
等
」
の
拡
大
で
は
な
い

か
？
と
い
う
疑
問
で
す
。

　

頭
の
中
で
整
理
が
つ
い
た

の
は
、
昨
年
の
12
月
に
「
障

が
い
者
の
権
利
に
関
す
る
条

約
」が
日
本
で
も
批
准
さ
れ
、

改
め
て
「
差
別
」
に
関
し
て

考
え
た
時
で
し
た
。
つ
ま

り
、「
平
等
が
正
し
く
機
能
す

る
の
は
全
員
が
同
じ
ス
タ
ー

ト
地
点
に
い
る
場
合
に
限
ら

れ
る
」
と
い
う
こ
と
、
そ
し

て
、「
性
別
や
障
が
い
の
有
無

や
学
歴
な
ど
が
社
会
の
参
加

に
対
し
障
壁
と
な
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
公
正
さ

が
担
保
さ
れ
て
初
め
て
平
等

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

自
民
党
・
安
倍
政
権
が
進

め
る
日
本
の
未
来
に
「
公
正

で
平
等
な
社
会
」
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？
（
居
橋
真
人
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

実損額計算で課題を共有した＝10月３日、広尾町 28人が参加し、１年間の運動方針を確立した

【
十
勝
地
方
本
部
発
】
広
尾

町
職
で
は
10
月
３
日
に
、「
人

事
院
勧
告
の
内
容
に
つ
い

て
」
と
、
そ
れ
が
実
施
さ
れ

た
場
合
の
「
実
損
額
計
算
」

の
学
習
会
を
開
き
、
33
人
の

組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
前
半
で
は
勧
告

の
内
容
を
学
習
し
、
１
号
俸

昇
給
抑
制
は
、
国
家
公
務
員

に
と
っ
て
広
域
異
動
手
当
や

単
身
赴
任
手
当
の
原
資
で
あ

り
、
私
た
ち
に
は
関
係
な
い

た
め
、
勧
告
が
出
た
か
ら
と

い
っ
て
す
べ
て
実
施
す
る
必

要
は
な
い
こ
と
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、「
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
」
が
実
施
さ

れ
た
場
合
の
「
実
損
額
計

算
」
を
行
い
ま
し
た
。
特
に

若
い
世
代
で
昇
給
抑
制
に
よ

る
昇
格
の
遅
れ
が
出
る
た

め
、
実
損
額
が
大
き
く
な
る

こ
と
を
学
び
、
参
加
者
か
ら

は
「
賃
金
表
だ
け
を
見
て
も

ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
が
、
実

損
額
計
算
を
し
て
み
て
、
事

の
重
大
さ
が
わ
か
っ
た
」「
実

損
が
大
き
す
ぎ
る
。
総
合
的

見
直
し
は
実
施
し
な
い
で
ほ

し
い
」
と
い
っ
た
声
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
教
宣
発
行
に
よ

る
情
報
の
伝
達
だ
け
で
は
な

く
、
参
加
型
の
学
習
会
を
開

き
、
組
合
員
と
執
行
部
の
情

報
共
有
や
、
意
思
統
一
を
は

か
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。（
広
尾
町
職
・
書
記
次

長
・
木
下
慶
太
）

「
実
損
額
計
算
」で
重
大
さ
分
か
っ
た

　

医
療
介
護
一
括
法
の
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
」
と
は
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
介
護
、

医
療
、
生
活
支
援
、
介
護
予

防
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
保
険
者
で

あ
る
市
町
村
や
都
道
府
県

が
、
地
域
の
自
主
性
や
主
体

性
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
て
つ
く
り
上
げ
て
い

く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
と
し
て
は
、
あ
ら

ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

い
と
考
え
て
も
、
そ
の
た
め

に
は
当
然
、
財
源
が
必
要
と

な
り
、
そ
れ
が
保
険
料
に
跳

ね
返
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
な

検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

考
え
方
、
将
来
の
あ
る
姿

と
し
て
は
、
め
ざ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
シ
ス
テ

ム
で
す
が
、
現
状
で
は
提
供

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
地
域
格

差
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
と
し
て
は
、
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
た
め
に
も
、
き
め
細
か
な

対
話
と
情
報
提
供
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
後
、
医
療
評
議
会
と
社

会
福
祉
評
議
会
が
連
携
し
な

が
ら
、
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
て
、
意
見
反
映
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「エコ風船」を飛ばし放射能拡散を検証した＝11月15日、大間町

函
館
市
に
カ
ン
パ
金
を
提
出
す
る（
右
）

兼
村
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
政
策
部
長

※
エ
コ
風
船

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
エ
コ
風
船
」で

�
放
射
能
拡
散
を
検
証

模
範
的
な
障
害
者
施
策
の
構
築

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

提供できるサービスに
地域格差？

③

　

１
０
０
日
の
閉
会
期
間
を
経
て
始
ま
っ

た
臨
時
国
会
の
会
期
が
63
日
。
本
来
な
ら

ば
、
閉
会
中
の
暴
挙
、「
集
団
的
自
衛
権

の
閣
議
決
定
」
に
対
す
る
議
論
を
集
中
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
会
だ
っ
た
は
ず

で
す
。
し
か
し
、
女
性
参
画
と
地
方
創
生

が
突
然
、
今
国
会
の
目
玉
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
の
暴
挙
か
ら
目
線
を
そ
ら
し
、
加
え

て
来
年
の
選
挙
対
策
と
し
て
の
人
気
取
り

と
い
う
見
え
見
え
戦
略
で
す
。

　

両
法
案
と
も
ま
っ
た
く
中
身
が
あ
り
ま

せ
ん
。
地
方
創
生
に
い
た
っ
て
は
「
と
に

か
く
自
治
体
は
知
恵
を
出
し
て
人
口
流
出

を
止
め
ろ
。
や
っ
た
と
こ
に
は
金
は
出
す
」

と
い
っ
た
地
方
分
権
と
は
真
逆
の
や
り
方

で
す
。
法
案
説
明
に
来
た
担
当
者
に「
こ

ん
な
法
律
い
つ
で
き
た
？
」
と
聞
い
た

ら
、
「
盆
過
ぎ
に
突
然
上
か
ら
言
わ
れ
ま

し
て
」
と
正
直
で
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、

日
銀
の
量
的
緩
和
、
７
月
の
暴
挙
等
々
、

安
倍
政
権
の
政
策
に
は
何
一
つ
「
本
物
」

が
あ
り
ま
せ
ん
。
（
11
月
10
日
東
京
に
て
）

「
本
物
」が
な
い
安
倍
政
権
の
政
策

㉗
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
北
海
道
障
が
い

者
条
例
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
さ
れ
、「
条
例
は
あ
る

が
、
道
は
障
害
者
施
策
に
つ

い
て
模
範
的
な
組
織
で
は
な

い
。
模
範
と
な
る
よ
う
な
施

策
を
構
築
す
べ
き
」「
統
一
自

治
体
選
挙
で
知
事
を
変
え
な

け
れ
ば
、
障
が
い
者
が
安
心

し
て
生
活
す
る
た
め
の
条
例

や
制
度
は
実
現
し
な
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
、
課

題
を
共
有
し
た
。

て
西
村
中
央
本
部
社
会
福
祉

局
長
が
講
演
し
、
日
本
が
今

年
１
月
20
日
に
批
准
し
た

「
障
害
者
権
利
条
約
」
に
関

し
て
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

提
起
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
障

害
者
差
別
解
消
法
」
に
関
す

る
内
閣
府
で
の
議
論
や
「
改

正
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
に

関
す
る
労
働
政
策
審
議
会
で

の
議
論
な
ど
の
中
央
情
勢

や
、
９
月
11
日
に
行
っ
た
総

務
大
臣
へ
の
申
し
入
れ
な

ど
、
自
治
労
の
取
り
組
み
に

　

道
本
部
障
労
連
は
11
月
1

日
、
札
幌
市
・
自
治
労
会
館

で
、「
第
24
回
総
会
」を
開
き
、

12
単
組
・
総
支
部
28
人
が
参

加
し
、
初
め
て
民
間
労
組
か

ら
岩
見
沢
自
動
車
学
校
労
働

組
合
の
仲
間
も
参
加
し
た
。

　

総
会
で
は
２
０
１
４
年
度

経
過
報
告
、
２
０
１
５
年
度

活
動
方
針
及
び
２
０
１
５
年

度
役
員
・
幹
事
会
体
制
を
全

会
一
致
で
承
認
し
た
。

　

総
会
後
、
基
調
講
演
と
し

　

倉
本
聰
さ
ん
発
案
で
、
風

船
を
飛
ば
し
、
放
射
性
物
質

拡
散
を
検
証
す
る
も
の
。
風

船
に
は
ハ
ガ
キ
が
付
い
て
い

て
、
見
つ
け
た
方
の
連
絡
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

付
し
た
。
対
応
し
た
、
函
館

市
の
川
越
総
務
部
長
は
「
ご

協
力
に
感
謝
す
る
。
前
例
の

な
い
訴
訟
だ
が
、
引
き
続
き

こ
の
訴
訟
の
意
義
を
広
め
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

　

道
本
部
は
函
館
市
・
道
南

の
取
り
組
み
に
連
帯
し
な
が

ら
、
原
発
の
な
い
北
海
道
の

実
現
を
求
め
る
「
全
道
１
０

０
万
人
署
名
」
の
達
成
に
む

訴
え
た
。

　

集
会
で
は
、
２
０
１
１
年

に
岩
内
町
で
行
っ
た
、「
エ
コ

風
船
※
」
を
参
加
者
全
員
で

飛
ば
し
、
放
射
性
物
質
拡
散

の
検
証
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
道
本
部
は
集
会
前

日
の
14
日
に
、
函
館
市
に
よ

る
大
間
原
発
建
設
差
し
止
め

訴
訟
へ
の
連
帯
カ
ン
パ
金
３

１
３
，
５
９
６
円
を
市
に
寄

し
た
。

　

道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
藤
盛
代
表
は
「
福
島
県

浪
江
町
は
、
３
・
11
以
来
時

間
が
止
ま
っ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。
ま
さ
に
福
島
原
発

事
故
が
も
た
ら
し
た
結
果

だ
。
国
民
世
論
を
喚
起
し
て

大
間
原
発
建
設
を
阻
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に

北
海
道
は
、
泊
原
発
の
再
稼

働
阻
止
に
む
け
て
最
大
限
の

力
を
結
集
し
よ
う
」
と
強
く

森
・
北
海
道
合
同
集
会
」
が

開
か
れ
、
５
０
０
人
（
北
海

道
か
ら
２
０
０
人
）
が
参
加

　

11
月
15
日
、
青
森
県
大
間

町
で
「
や
め
る
べ
大
間
原

発
！
さ
よ
う
な
ら
原
発
青

やめるべ大間原発！さようなら原発合同集会

け
て
、
引
き
続
き
取
り
組
み

を
強
化
す
る
。


